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研究成果の概要（和文）：本研究は、若者の高校から大学への移行を促す教育接続の在り方を明らかにすることを目的
とするものであるが、米国の人材開発型のアドバンスト・プレイスメントの取組からは、高校と大学の教員がコンピテ
ンス枠組についての実質的な共通理解をもつことの重要性が導かれた。さらに、コモン・コア州スタンダードの取組か
らは、コンピテンス枠組み自体を初等・中等・高等教育の各段階において継ぎ目なく接合し、チューニング等の方法を
用いて整合性の高いカリキュラムを設計・実践していくことの重要性が示された。

研究成果の概要（英文）：This study aims to identify educational approaches that effectively support 
youths' transition from high school to university. Investigation of the Advanced Placement approach 
highlights the importance of high school teachers and university faculty developing a shared undestanding 
of the competence framework that identify what college freshman should know, understand, and be able to 
do. The Commom Core State Standards initiative highlights the importance of defining a single competence 
framework that identify different stages of children's congnitive development from Kindergarten 
throughout college, and the importance of aligning the curriculum to the competence framework by 
utilizing methodologies such as Tuning.

研究分野：比較教育学

キーワード： 高大教育接続　コンピテンス　教育課程の体系化　チューニング　アドバンスト・プレイスメント　コ
モン・コア州スタンダード
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１．研究開始当初の背景 

21 世紀の「知識基盤社会」の時代には、専

門分野の知識・技能、および幅広い教養と高

い倫理性を備えた人材を養成する高等教育

の機能に、これまで以上に大きな期待が寄せ

られている。そして、より質の高い高等教育

をより多くの国民が享受できるシステム構

築にむけた教育改革が、世界同時進行で推進

されている。その結果、日本でも高等教育進

学率は概ね一貫して増加してきており、平成

22 年には大学（50.9%）、短大(5.9%)、高専

（0.9％）、専門学校(22.0%)に達した。 

高等教育人口の増加は、学生の教育ニーズ

や進路先の多様化を伴い、高等教育の機能の

多様化をもたらしてきた。このことは、高校

と高等教育機関（以下、大学）の接続（高大

接続）の在り方に、重大な転換を迫ってきた。

入学者選抜によって学力条件を満たす高校

生だけが大学に入学できた時代には、高校と

大学の教育課程のギャップの問題にはとく

に注意がはらわれなかった。ところが、大学

の門戸開放と多様化が進むなかで、高校生が

自己の学力・意欲・興味に合致した大学プロ

グラムへの入学を志願できるよう配慮した

り（大学案内・相談会）、入学後に基礎学力

の不足を補ったり（補習教育）、大学生活へ

の導入をはかったり（初年次教育）する工夫

が求められるようになった。高大接続はもは

や入学者選抜の問題だけではなく、「高校と

大学の教育課程をいかに継ぎ目なく繋いで

いくか」という、教育接続の問題へと発展し

てきている。 

日本の高大教育接続は、高校の教育課程に

おける選択の幅の広がりに伴う、高校生の大

学教育の先取り要求に対応する特別措置と

して発展してきた。中央教育審議会『初等中

等教育と高等教育の接続の改善について（答

申）』（平成 11 年）では、「最新の学問研究の

成果に基づいた、自由な発想によるカリキュ

ラム設計が可能な大学教育に高校生が触れ

ることにより、高等学校の学習において学ぶ

意欲や関心が高まる等の効果が期待」される

ことが謳われ、「高等教育を受けるのに十分

な能力と意欲を有する高等学校の生徒が大

学レベルの教育を履修する機会」を拡大する

方針が示された。この方針に沿って、①大学

等における学修の単位認定、②大学等の科目

履修生・聴講生・公開講座の活用、③大学教

員による高校での講義等の取り組みが展開

されてきた。また、学校教育法施行規則の一

部改正（平成９年）によって、大学への飛び

入学も手掛けられてきた。 

もっとも近年、18 歳人口の減少に伴って大

学入学志願者数が伸び悩むなかで、高大教育

接続は入学志願者の増加をねらったイベン

トとしての性格を強めてきている（神原、

2011 年）。日本の高大教育接続の取り組みは、

当初の政策理念と異なる要素を含みながら、

多様に発展している。こうした多義性は、た

とえ個々の実践がいかに実り豊かなもので

あったとしても、政策全体としてのインパク

トを弱め、形骸化させるリスクをはらんでい

る。高校から大学への移行が若者の主たる進

路パスとなるなかで、「高校と大学の教育課

程をいかに継ぎ目なく繋いでいくかと」とい

う主題に迫り、多様なパターンを体系的に捉

え、整理する作業が急務といえる。 

 
２．研究の目的 

本研究では、高校の理数教育と大学の技術

者教育の接続に注目することを通して、若者

の高校から大学への移行を促す教育接続の

在り方について検討する。高大教育接続の類

型化をはかり、各類型に適した教育課程の接

続パターンを明らかにすることが、本研究の

目的である。 

 
３．研究の方法 

本研究では、若者の高校から大学への移行

を促す高大教育接続の在り方について示唆

を導くために、高大教育接続において豊富な



経験が蓄積されてきた米国の事例に注目し、

以下の２点を明らかにすることを目指す。 

(1)〔高大教育接続の類型〕高大教育接続は、

高校生の学力や進路先によって、目的やアプ

ローチが異なる。その多様なパターンを、神

原（2011 年）による分類に依拠しながら整理

し、高等教育マス化時代における高大教育接

続の在り方について検討する。 

表１．高大教育接続の取り組みの類型 

目的 対象となる生徒（事例） 

才能教育 特別な才能を持つ生徒 

（才能児プログラム、高大連

携特別プログラム） 

人材養成 学力が優秀な生徒（アドバン

スト・プレイスメント） 

社会的公正 非伝統的な生徒（アウトリー

チ・プログラム） 

出典）神原、2011 年、142 頁に基づいて作成。 

(2)〔高校と大学の教育課程の接続の在り方〕

高大教育接続の各類型において、高校と大学

がいかに相互に乗り入れながら、高校と大学

の教育課程のギャップを克服しようとして

いるのかについて、「新しい能力枠組み」等

に着目しながら明らかにする。 

 

４．研究成果 

〔高大教育接続の類型〕 

米国における高大教育接続の多様なプロ

グラムをウェブサイト検索機能を用いて収

集し、神原（2011 年）による分類に基づいて

整理してみると、第一の類型である「特別な

才能を持つ生徒を対象とする才能教育型特

別プログラム」は、多くの有力大学によって、

才能を持つ若者を掘り起して大学にリクル

ートする一つのアプローチとして、積極的に

提供されていることが明らかになった。例え

ば、極めて優秀な高校生を対象に、毎週土曜

日の午前中にコロンビア大学で提供されて

いる Columbia University Science Honors 

Program などの通年プログラムもあれば、

Johns Hopkins University Summer Program

のように、夏季休暇中に実施される集中プロ

グラムもある。高等教育進学人口が拡大する

以前から実施されてきた伝統のあるプログ

ラムもあれば、MOOCS（大規模公開オンライ

ン講座）などの最先端の技術を駆使した個

別・チュートリアル・プログラムもある。教

育課程の観点からは、一般に、個別の才能児

の興味関心に応答的であることが重視され

ており、組織的・体系的なプログラムとして

は展開されていない。 

一方、第二の類型である「学力が優秀な生

徒のための人材養成型プログラム」、及び第

三の類型である「非伝統的な生徒を対象とす

る社会的公正型のプログラム」は、大学教育

のマス化に対応して拡大してきた。若者の高

校から大学への移行を促す教育接続の在り

方に着目する本研究の目的に照らして、本研

究ではこれらの類型について実地調査を実

施して、具体的な教育接続の在り方を読み取

ることを明らかにすることを目指した。 

アドバンスト・プレイスメント（AP）とは、

高校教員が高校で提供する大学レベルの授

業を高校生が受講したうえで、カレッジ・ボ

ードが毎年 5 月に実施する AP テスト（34 種

類、2～3時間、多肢選択式問題と記述式問題、

一科目の受験料は 89 ドル）を受験すること

によって、達成度を認定されるプログラムで

ある。AP テストで優秀な成績をおさめた学生

には一般教育課程の科目の単位を付与する

大学も少なくないことから、AP は優秀な高校

生による大学教育の先取り学習として、1952

年に開設されて以来、着実に拡大してきた。

2012 年には 18,920 校に在籍する 222 万人の

高校生が利用していた。 

高大教育接続の観点から、AP がとりわけ優

れているのは、大学レベルの授業を高校教員

が確実に提供できるよう、ベテラン AP 教員

（高校）及び大学教員が新人 AP 教員（高校）

に対して、AP Institutes において 1週間（30



時間）に及ぶ研修を行い、コンピテンス枠組

みに基づく教育計画の立て方、課題の出し方、

採点方法等に関する理解を徹底している点

である。AP 新人教員は、AP 委員会にシラバ

スを提出して承認を受けなれば AP 授業を担

当することができない。さらに、AP 試験の採

点会（AP Reading）では、AP 高校教員と大学

教員が一堂に会して採点する。例えば、2014

年 6 月 12 日～18 日にかけて全米 3 か所で実

施された世界史の採点会の場合、「西部地域」

会場では約2.5万人の解答を約1,100 (大学

教員約 370 人、高校教員約 730 人)が採点し

た。このプロセスを通して、高校と大学の教

員の間に、大学 1年生は「何を知り、理解し、

実行できなければならないか」について実質

的な共通理解が形成され、日常の教育活動に

おいてもその理解が活かされて、高大教育接

続に結び付いている。 

デュアル・エンロールメントは、高校生が

大学のキャンパスに通ったり、大学教員が高

校で授業を提供したりといった方法で、高校

生が大学レベルの科目を受講して大学の単

位を取得できる仕組みである。その主たる目

的は、大学生に期待される学びの姿勢等を理

解させることで、「社会化の先取り

(anticipatory socialization)」を促し、大

学入学後の適応を早めるとともに、社会経済

的な事情によって大学進学を早期に断念す

る高校生に再考を促し、進学に向けていざな

うことである。隣接する高校とコミュニテ

ィ・カレッジや 4年制大学が協定を結び、そ

れぞれに実施しているため、AP のように共通

のコンピテンス枠組みに基づく組織的・体系

的な取組には発展していない場合が多い。高

大教育接続の発展的な取組に結び付けるに

は、教育専門家によるリーダーシップと行政

（財政）支援が必要であるといるだろう。 

〔高校と大学の教育課程の接続の在り方〕 

「大学・職業レディネス」（コンピテンス）

の獲得を目標に掲げるコモン・コア州スタン

ダード（2010 年完成）を実質化させる取組が

全米 44 州で着手されている。例えば科学教

育の「新しい能力枠組み」である Next 

Generation Science Standards では、科学の

中核的概念やテーマごとに、初等・中等・高

等教育の各段階「K-16」において、児童生徒

が知り、理解し、実行できることが期待され

る内容が示されている。したがって、本コン

ピテンス枠組みに基づいて教育課程を組み

立てていくことによって、継ぎ目のない高大

教育接続が理念的に可能になる。本枠組みに

基づく実践は手掛けられたばかりであるが、

コンピテンスに基づいて学位プログラムを

設計・実践するチューニングの方法を用いた

2 年制大学から 4 年制大学への組織的な移行

支援の実績をもつユタ州等の取組が大いに

参考になる。 

コモン・コア州スタンダードの新しい理念

に基づいて、標準学力テストが開発されるな

ど、米国の教育は大きく転換している。アド

バンスト・プレイスメントでも、この新たな

コンピテンス枠組みに基づいて、知識を有機

的に結び付けて活用する力を問う新しい教

材及びテスト問題が開発されている。 

本研究は、若者の高校から大学への移行を

促す教育接続の在り方を明らかにすること

を目的とするものであるが、米国の人材開発

型のアドバンスト・プレイスメントの取組か

らは、高校と大学の教員がコンピテンス枠組

についての実質的な共通理解をもつことの

重要性が導かれた。さらに、コモン・コア州

スタンダードの取組からは、コンピテンス枠

組み自体を初等・中等・高等教育の各段階に

おいて継ぎ目なく接合し、チューニング等の

方法を用いて整合性の高いカリキュラムを

設計・実践していくことの重要性が示された。 
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